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『満蒙開拓』 
 

 

多摩市連光寺の拓魂公苑にある拓魂碑をはじめとする数多の碑は、全国各

地から満蒙開拓団、満蒙開拓青少年義勇隊として亡くなった方々の慰霊の 

ために、各地の開拓団、義勇隊関係者が建立したものです。これらの碑が  

伝える「満蒙開拓」の調べ方についてご案内いたします。 

１.  キーワードを考える（情報探索のポイントです）         

「満蒙開拓」「満州開拓」｢満蒙移民｣「満蒙開拓団」「満蒙開拓青少年義

勇軍」「満蒙開拓青年義勇隊」「大陸の花嫁」「分村移民」など 

 

２．参考図書を使って調べる           （  ）内は請求記号 

 基本的な情報が知りたいときは、辞典(事典）などの参考資料を使って調べて

みましょう。索引を使うと便利です。 

『日本史大事典（全 7巻）』 平凡社 1992‐1994 （R210.033） 

『国史大辞典（全 15 巻）』吉川弘文館 （R210.03） 

『日本歴史大事典（全 4巻）』 小学館 2000-2001 （R210.033 ） 

『日本近現代史辞典』東洋経済新報社 1978 （R210.6） 

『最新昭和史事典』 毎日新聞社 1986 （R210.7） 

『二〇世紀満州歴史事典』貴志俊彦・松重充浩・松村史紀/著 

吉川弘文館 2012 （R222.5 ） 

 

満蒙開拓について調べてみましょう 

４．地域資料から  
『多摩市史 通史編２ 近現代』 多摩市史編集委員会/編集  

多摩市 1999 （K ｳ 213.6） 

p.563 に「満州開拓と多摩村」について記載があります（以下はその抜粋）。 

“昭和十一年、政府は 20年間に 100 万戸を満州に送り出す満州農業移民計画を

発表した。それ以後、農業移民が推進され、昭和十三年には茨城県の内原訓練

所で訓練を受けた青少年を移民させる満蒙開拓義勇軍が組織される” 

“男子青年団員の満州派遣は、興亜青年勤労報隊の名称で昭和十四年からはじ

まっていた。（中略）多摩村からも加藤喜一と峰岸松三が参加している” 

『満州建設勤労奉仕隊記録/西南の役従軍記』 峰岸松三/著 市川作次郎/著 

峰岸松三氏による奉仕隊体験記。親族が書き残した西南の役従軍記を併せた私

家本ですが、寄贈により図書館でご利用になれます。（Ｋｳ 914.6） 

『石碑は語る－詩碑』 嫩訓八洲会(のんくんやしまかい) 2009 （Kｳ 334.4） 

嫩訓八洲会(旧満州満蒙開拓青少年義勇隊嫩江訓練所関係者で組織された任 

意団体)による全国の義勇退関係慰霊碑の調査記録。多摩市連光寺の義勇隊開拓

団の碑 95基の碑名、建立団体名、渡満時期等の記録が記載されています。 

『渡満とは何だったのか－東京都満州開拓民の記録』 高橋健男編著 

   ゆまに書房 2013 （K334.422） 

 第９章「東京満州開拓民の戦後」に、全国拓友協会の活動と東京都多摩市連光寺

の拓魂公苑における拓魂祭についての記載、拓魂公苑の写真の掲載があります。 

 

５．インターネットで調べる 

★満蒙開拓平和記念館  https://www.manmoukinenkan.com/ 

 所在地：長野県下伊那郡阿智村駒場 711-10 

★平和祈念展示資料館（総務省委託） http://www.heiwakinen.jp/ 

所在地：東京都新宿区西新宿 2-6-1 新宿住友ビル 33 階 

★レファレンス協同データベース http://crd.ndl.go.jp/reference/ 

 国立国会図書館が全国の図書館等と協同で構築する調べ物のための検索サービス 

 キーワード（「満蒙開拓」など）から質問事例を検索できます。 



調べ方案内（パスファインダー）No.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

３．図書を探す  

・書名（タイトル）から探す 

本のタイトルで検索してみましょう。キーワードで検索すると、書名にその

ことばが入っている本を探すことができます。ただし、書名だけではそのキー

ワードに関する本をすべて探すことはできません。 

・請求記号（分類番号）から探す 

図書館の本はテーマごとに分類され、並んでいます。本は請求記号（分類番

号、背表紙に貼られたラベル）から探すことができます。満蒙開拓に関連する

本は次の請求記号から探すことができます。 

 210 〔日本史〕 210.6 〔日本史－近代〕 210.7〔日本史－昭和・平成時代〕 

334.4〔人口．土地．資源－移民（来住民）･難民問題．難民政策〕 

334.5〔人口．土地．資源－移民（流出民）・植民問題．植民政策〕 

 記録、手記として書かれたものは、読みもの（多摩市では F1）に分類さ 

れています。 

・件名から探す 

件名とは「主題を表すことば」で、一定のルールによって本のデータに与え 

られます。本のデータに記載された件名を手がかりに、検索を展開できます。

資料検索では、検索項目に件名を指定し検索することもできます。 

 例：「満蒙開拓団」「移民・植民」「日本－歴史－昭和時代」   

▽ 多摩市立図書館の蔵書を調べる  

 利用者用端末（OPAC)や図書館ホームページで検索することができます。 

 図書館ホームページ http://www.library.tama.tokyo.jp/ 

▽他の図書館の蔵書を調べる 

 ★東京都立図書館  http://www.library.metro.tokyo.jp/ 

  「都内図書館統合検索」で都内の公立図書館の所蔵状況を一度に検索できます。 

 ★国立国会図書館サーチ  http://iss.ndl.go.jp/ 

   都道府県立図書館、政令指定都市の市立図書館の蔵書も検索できます。 

 ★CiNii books（Articles） http://ci.nii.ac.jp/books/ 

論文だけでなく、全国の大学図書館の蔵書も検索できます。 

～満蒙開拓とは～ 

『満蒙開拓、夢はるかなり－加藤完治と東宮鐡男（上・下）』牧久/著  

ウェッジ 2015（334.422） 

『移民たちの「満州」－満蒙開拓団の虚と実』 二松啓紀/著 

 平凡社 2015 （334.422） 

『人びとはなぜ満州へ渡ったのか－長野県の社会運動と移民』 小林信介/著     

  世界思想社 2015 （334.422） 

『満洲開拓史』 満洲開拓史刊行会 1966 （334.422） 

 

～満蒙開拓青少年義勇軍について～ 

『白楊樹の墓標－満蒙開拓青少年義勇軍の記録』 森本繁/著  

原書房 2016 （334.422） 

『満蒙開拓青少年義勇軍』 桜本富雄/著 青木書店 1987 (210.7) 

 

～満蒙開拓団について～ 

『東京満蒙開拓団』 東京の満蒙開拓団を知る会/著  

ゆまに書房 2012 （K210.7） 

『満蒙開拓団の回想－その周辺 50年前の軌跡（写真集）』 堀野正雄/著    

堀野洋子記念親洋会事務局 1993 （210.75） 

『弥栄村史－満州第一次開拓団の記録』 松下光男/編集  

弥栄村史刊行委員会 1986 (334.422) 

『満州開拓団の真実－なぜ悲劇が起きてしまったのか』 小林弘忠/著     

七つ森書館 2017 （210.75）  

『墓標なき八万の死者－満蒙開拓団の壊滅』 角田房子/著  

中央公論社 1979 （F1 ﾂﾉ） 

 

～他にもこんな資料があります～ 

『満州分村移民を拒否した村長－佐々木忠綱の生き方と信念』 

大日方悦夫/著 信濃毎日新聞社 2018 （215.2） 

 

こんな資料があります（多摩市立図書館で借りられます） 

 


